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令和９年度職業能力開発研究学域入校試験スケジュール 

 

 

 

入校資格審査受付期間 令和８年５月１１日（月）～５月２６日（火）（必着） 

研究計画調整期間 令和８年６月１６日（火）～７月２４日（金） 

出願期間 令和８年７月２７日（月）～８月３日（月）（必着） 

試験日 令和８年９月５日（土） 

合格発表 令和８年９月３０日（水） 

入校確約書提出期限 令和８年１０月１５日（木）（必着） 

入校手続期間 令和９年３月１日（月）～３月１０日（水）（必着） 

入校手続後の 

辞退期限 
令和９年３月２３日（火）（必着） 
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令和９年度職業能力開発研究学域 公共職業能力開発施設対象入校試験 

 

１．募集対象者（出願資格） 

公共職業能力開発施設において職業訓練指導員候補として採用された者（令和９年４月採用予定者も

含む。）又は職業訓練指導員として勤務している者であり、都道府県等にあっては各都道府県の人材開発

主管部(局)長等が、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構にあっては同機構の総務部長が推薦

する者であって、次の各号の資格を全て満たす者 

 

（１）次の①～④のいずれかの条件を満たす者 

  ① 職業能力開発総合大学校（以下「当大学校」という。）において、総合課程を卒業した者（令和 

９年３月卒業見込みの者を含む）。 

  ② 職業能力開発大学校（以下「能開大」という。）において、応用課程を修了した者（令和９年３ 

月修了見込みの者を含む）。 

  ③ 学校教育法による大学（短期大学を除く。）において、下記２の専攻に関連する学科を卒業した 

者（令和９年３月卒業見込みの者を含む）。 

※ 各訓練科に関連する学科の履修内容の詳細は、別表１を参照してください。 

④ 上記①から③と同等以上の学力と能力を有すると当大学校が認めた者。 

（２）職業能力開発研究学域（以下「研究学域」という。）の教育目的を理解し、高度な職業訓練を担当で

きる職業訓練指導員となることを強く希望する者。 

（３）合格した場合は、入校することを確約できる者。 

（４）入校手続期限までに英語能力テストの評価（TOEIC®L&Rのスコアや TOEIC IPのスコア等）の原本を

提出できる者。 

 

 

２．募集人員 

専 攻  募 集 人 員 

機 械 専 攻 

全専攻合計で 20名程度 
電 気 専 攻 

電子情報専攻 

建 築 専 攻 

※ 志望専攻は、１専攻に限ります。 

※ 募集人員は公共職業能力開発施設対象入校試験と一般入校試験の合計数です。 

※ 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構において職業訓練指導員候補として採用された 

者（令和９年４月採用予定者も含む。）にあっては、同機構の総務部長からの推薦枠が１０名で 

あることから、１０名を上限として合格とします。 

 

３．入校資格審査 

上記１（１）③及び④の出願資格をもって出願予定の方は、出願前に入校資格審査を受けてください。入

校資格審査において、資格が「有」と判断された者のみ出願を認めます。入校資格審査受付期間中の申込

みがない場合、出願することはできません。 
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必要書類は以下のとおりです。 

書類等  摘要 

卒業（修了）証明書 

（見込みも可） 
直近３ヶ月以内に発行したものに限ります。 

成績証明書 直近３ヶ月以内に発行したものに限ります。 

シラバス 
在学中に履修した科目の科目名と授業内容の詳細がわかるものを

提出してください。 

※ 必要に応じて、上記以外の書類をご提出いただく場合があります。なお、一度提出された書類は 

返還しませんので、ご留意ください。 

 

（１）受付期間 

令和８年５月１１日（月）～５月２６日（火）必着 

※ 上記期間中に簡易書留もしくはレターパックで当大学校学生課あて郵送してください。 

（２）入校資格審査の結果について 

研究計画調整期間開始日までに郵送で結果を通知する予定です。なお、審査の内容によって、お時間

がかかる場合があることをご了承願います。 

結果に係る問い合わせには一切お答えできませんのでご了承ください。 

なお、入校資格審査の結果は令和９年度入試に限り有効です。 

（３）留意事項 

・入校資格審査は出願資格を審査するものであり、試験の合格を意味するものではありません。 

・入校資格審査申込時に提出した書類と重複する出願書類は、再度提出する必要はありません。 

 

４．研究計画調整 

研究計画調整期間は、入校後の研究活動について、教員と志願者の双方で研究イメージを共有するため

に事前面談を実施する期間です。 

志望する指導教員の研究内容がご自身の研究計画の内容と合致しているかどうか、必ず相談・調整をし

たうえで出願してください。 

また、出願を希望される方は、可能な限り当大学校に一度お越しいただき、ご自身の研究計画の内容を

研究できるかどうか、研究環境等の確認をお願いします。なお、その際の交通費等は、ご自身の負担となり

ますことをご了承願います。 

研究計画調整期間中の相談がない場合、出願することはできません。 

 

（１）研究計画調整期間 

令和８年６月１６日（火）～７月２４日（金） 

（２）研究計画調整の流れ 

① 事前面談票の作成・提出 

研究計画の問い合わせの際は「事前面談票（様式１）」を作成の上、当大学校学生課へメールに

て送付してください。（メールアドレス：gakusei@jeed.go.jp） 

② 志望するユニットの教員との事前面談 

ご提出いただいた事前面談票をもとに、学生課から担当分野の教員へ連絡します。 

後日、教員から具体的な面談の方法についてご連絡します。 

③ 事前面談確認書及び研究計画書の作成 

事前面談終了後、「事前面談確認書（様式２）」及び「研究計画書（様式３）」を作成してくださ

い。必要に応じて教員と相談し、調整のうえで作成してください。 
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※ いずれの書類も出願時に提出が必要です。 

（３）諸注意 

・研究計画調整期間中、随時相談を受け付けていますが、出願締切に間に合うよう、余裕を持って 

調整を完了してください。 

・複数の教員へ相談することも可能です。ただし、その場合は志望するユニットごとに「事前面談 

票（様式１）」を作成し送付してください。また、相談中の全ての教員に、他の教員にも相談し 

ている旨を伝えてください。 

・事前面談票の提出から３日以内（土日祝日を除く。）に教員からの連絡がない場合は、学生課へ 

問い合わせてください。 

・事前面談確認書は入試結果に影響を及ぼすことはなく、また職業能力開発研究学域への入校及 

び志望するユニットへの配属を保証するものではありません。 

 

５．出願手続 

（１）出願書類の受付期間 

令和８年７月２７日（月）～８月３日（月）（必着） 

・出願書類は一括して封筒に封入し、学生課窓口へ提出、又は簡易書留若しくはレターパックプラス 

で郵送してください。 

・封筒の表面に「研究学域出願書類在中」と朱書きしてください。 

（２）受験手数料 

３０,０００円 

出願期間中に当大学校が指定する口座へ志願者本人の氏名で振り込んでください。なお、原則として

納付された受験手数料は返還できませんのでご留意ください。 

銀 行 名：みずほ銀行 

支 店 名：八坂支店口座番号：2492029 

口 座 名：（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 職業能力開発総合大学校 

       ﾄﾞｸ)ｺｳﾚｲｼｮｳｶﾞｲｷｭｳｼｮｸｼｬｺﾖｳｼｴﾝｷｺｳ ｼｮｸｷﾞｮｳﾉｳﾘｮｸｶｲﾊﾂｿｳｺﾞｳﾀﾞｲｶﾞｯｺｳ 

（３）出願書類等 

下記の書類を提出してください。 

出願書類は、普通紙に印刷したもので出願できます。（ホームページからダウンロードできます。） 

なお、一度提出された書類は返還しませんので、ご留意ください。 

書 類 等 該当者 摘   要 

事前面談確認書 

（様式２） 
全員 

必要事項を手書きまたはデータにて記入してください。 

記載内容については、必ず志望するユニットの教員の同意を得

たうえで作成してください。 

研究計画書 

（様式３） 
全員 

必要事項を手書きまたはデータにて記入してください。 

研究計画調整期間中に、志望するユニットの教員と自身の研究

予定テーマを調整（相談）の上、作成してください。 

入校志願書 

（様式４-１） 
全員 必要事項を手書きまたはデータにて記入してください。 
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受験票・副票・受験手数

料振込証明書 

（様式５） 

全員 

（イ）受験票及び副票に以下の条件をすべて満たす写真を貼付

してください。写真の裏面には氏名を記入してください。 

  ・出願前 3ヶ月以内に撮影したもの 

  ・正面上半身脱帽で撮影したもの 

  ・縦 4cm×横 3cmの大きさのもの 

（ロ）当大学校が指定する口座へ受験手数料（30,000円）を振

り込んでください。振込手続時に、金融機関から収納印が

押印されている受験手数料振込証明書を受け取り、「入校

志願書」の裏面に貼付してください。 

ATMやインターネットバンキングで振り込む場合は、明細

書や振込証明書等の受験手数料を振り込んだことがわか

る書類を貼付してください。 

推薦書※ 

（様式６） 
全員 

所属機関の推薦者による推薦書を提出してください。 

※ 令和９年４月採用予定者のうち、独立行政法人高齢・障害・ 

求職者雇用支援機構において職業訓練指導員候補として採 

用された者については、採用内定通知書の写しをもって様 

式６の提出に代えることができます。出願期間中に採用内 

定通知書を提出できない場合は、入校確約書提出期限（令 

和８年１０月９日（木））まで提出を猶予します。なお、提 

出できない場合は、出願書類不備により合格を取り消すこ 

とがあります。 

成績証明書 全員 

出願前３ヶ月以内に出身校により発行されたもので、厳封した

ものに限ります。能開大の学生は、専門課程の成績証明書（履

修した科目がわかるものに限ります）も併せて提出してくださ

い。 

卒業（修了） 

見込証明書 
全員 出願前３ヶ月以内に出身校により発行されたものに限ります。 

修了証明書 専門課程修了者 
出身校により発行された、専門課程の修了証明書を提出してく

ださい。 

シラバス 

都道府県立 

職業能力開発 

短期大学校 

専門課程修了者 

都道府県立職業能力開発短期大学校専門課程修了者は、専門課

程の科目のシラバス（科目ごとに内容が記載されたもの）を提

出してください。 

英語能力試験の 

スコアが確認できる書類 
全員 

令和５年４月以降に受験した公式認定証やスコアレポートの

原本、もしくはデジタル公式認定証を印刷したものを提出して

ください。 

※ 出願期間中に提出できない場合は、入校手続期限まで提出 

を猶予します。なお、提出できない場合は、出願書類不備 

により合格を取消すことがあります。 
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（４）出願先 

〒１８７-００３５ 東京都小平市小川西町２-３２-１ 

職業能力開発総合大学校 学生部学生課 学生第一係 

   TEL:０４２－３４６－７１２７ 

 

６．選考方法及び選考日 

試験科目及び出願書類の審査結果を総合して選考します。 

（１）試験期日 令和８年９月５日（土） 

（２）試験内容 

試験科目 時  間 試験内容 

小 論 文 ９０分 ８００字程度 

面  接 ３０分程度 個別面接による。 

（３）試験会場 

東京都小平市小川西町２－３２－１  

職業能力開発総合大学校 

 

７．合格発表及び「入校確約書」の提出 

（１）合格発表 

令和８年９月３０日（水） 

合格者には、「合格通知書」を合格発表日に発送します。なお、不合格者に対する通知は行いません。 

また、同日１０：００に当大学校１号館１階掲示板に掲示するとともに、当大学校ホームページに 

掲載します。 

※ 電話等による合否の照会には一切応じられません。 

（２）「入校確約書」の提出 

令和８年１０月１５日（木）（必着） 

合格者は、期日までに合格通知書と一緒に郵送する「入校確約書」を当大学校学生部学生課あてに 

提出してください。 

 

８．入校手続 

（１）入校手続き期間 

令和９年３月１日（月）～３月１０日（水）（必着） 

（２）入校手続書類等 

入校手続きに係る書類を令和９年２月中に合格者宛に郵送しますので、上記期間中に手続きを行って 

ください。 

 

９．経費等 

入校料     ２８２,０００円 

  授業料（年間） ５３５,８００円 

※ 教科書代、施設外実習時の交通費等が別途必要です。 

※ 職業訓練指導員候補者として公共職業能力開発施設に採用(予定者含む。)された者で研究学域合格者 

のうち、都道府県等にあっては各都道府県の職業能力開発主管部長が、独立行政法人高齢・障害・求 

職者雇用支援機構にあっては同機構の総務部長が、職業訓練指導員免許を取得等させる必要があると 

認め推薦した者に行う職業能力開発研究学域における訓練に要する経費(教科書・宿泊費用等を除 

く。)については、その一部を当大学校で負担いたします。 
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令和９年度職業能力開発研究学域 一般入校試験 

 

１．募集対象者（出願資格） 

  高度な職業訓練を担当できる職業訓練指導員となることを強く希望し、修士の学位取得を目指す意欲の

ある者で、以下の（１）から（４）のいずれかに該当し、かつ（５）を満たす者であること。 

 

（１）当大学校の総合課程を卒業した者（令和９年３月卒業見込みの者を含む。） 

（２）能開大の応用課程を修了した者（令和９年３月修了見込みの者を含む）。 

（３）学校教育法による大学（短期大学を除く）若しくは高等専門学校（専攻科）において、下記２の専

攻に関連する学科を卒業した者（令和９年３月卒業見込みの者を含む。）。 

※ 各専攻に関連する学科の履修内容の詳細は、別表１をご覧ください。 

（４）上記（１）から（３）と同等以上の学力と能力を有すると当大学校が認めた者。 

（５）入校手続期限までに英語能力テストの評価（TOEIC®L&Rのスコアや TOEIC IPのスコア等）の原本を

提出できる者。 

 

２．募集人員 

専 攻 募 集 人 員 

機 械 専 攻 

全専攻合計で 20名程度 
電 気 専 攻 

電子情報専攻 

建 築 専 攻 

※1志望専攻は、１専攻に限ります。 

※2募集人員は公共職業能力開発施設対象入校試験と一般入校試験の合計数です。 

 

３．入校資格審査 

上記１（３）及び（４）の出願資格をもって出願予定の方は、出願前に入校資格審査を受けてください。

入校資格審査において、資格が「有」と判断された者のみ出願を認めます。入校資格審査受付期間中の申

込みがない場合、出願することはできません。 

必要書類は以下のとおりです。 

書類等  摘要 

卒業（修了）証明書 

（見込みも可） 
直近３ヶ月以内に発行したものに限ります。 

成績証明書 直近３ヶ月以内に発行したものに限ります。 

シラバス 
在学中に履修した科目の科目名と授業内容の詳細がわかるものを

提出してください。 

※必要に応じて、上記以外の書類をご提出いただく場合があります。なお、一度提出された書類は 

返還しませんので、ご留意ください。 

 

（１）受付期間 

令和８年５月１１日（月）～５月２６日（火）必着 

※上記期間中に簡易書留もしくはレターパックで当大学校学生課あて郵送してください。 

（２）入校資格審査の結果について 

研究計画調整期間開始日までに郵送で結果を通知する予定です。なお、審査の内容によって、お時間
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がかかる場合があることをご了承願います。 

結果に係る問い合わせには一切お答えできませんのでご了承ください。 

なお、入校資格審査の結果は令和９年度入試に限り有効です。 

（３）留意事項 

・入校資格審査は出願資格を審査するものであり、試験の合格を意味するものではありません。 

・入校資格審査申込時に提出した書類と重複する出願書類は、再度提出する必要はありません。 

 

４．研究計画調整 

研究計画調整期間は、入校後の研究活動について、教員と志願者の双方で研究イメージを共有するため

に事前面談を実施する期間です。 

志望する指導教員の研究内容がご自身の研究計画内容と合致しているかどうか、必ず相談・調整をした

うえで出願してください。 

また、出願を希望される方は、可能な限り当大学校に一度お越しいただき、ご自身の研究計画の内容を

研究できるかどうか、研究環境等の確認をお願いします。なお、その際の交通費等は、ご自身の負担となり

ますことをご了承願います。 

研究計画調整期間中の相談がない場合、入校試験を受験することはできません。 

 

（１）研究計画調整期間 

令和８年６月１６日（火）～７月２４日（金） 

（２）研究計画調整の流れ 

① 事前面談票の作成・提出 

研究計画の問い合わせの際は「事前面談票（様式１）」を作成の上、当大学校学生課へメールにて

送付してください。（メールアドレス： gakusei@jeed.go.jp） 

② 志望するユニットの教員との相談 

ご提出いただいた事前面談票をもとに、学生課から担当分野の教員へ連絡します。 

後日、教員から具体的な相談の方法について連絡します。 

③ 事前面談確認書及び研究計画書の作成 

事前面談終了後、「事前面談確認書（様式２）」及び「研究計画書（様式３）」を作成してください。

必要に応じて教員と相談し、調整のうえで作成してください。 

※いずれの書類も出願時に提出が必要です。 

（３）諸注意 

・研究計画調整期間中、随時相談を受け付けていますが、出願締切に間に合うよう、余裕を持って調 

整を完了してください。 

・複数の教員へ相談することも可能です。ただし、その場合は志望するユニットごとに「事前面談票 

（様式１）」を作成し送付してください。また、相談中の全ての教員に、他の教員にも相談してい 

る旨を伝えてください。 

・事前面談票の提出から３日以内（土日祝日を除く。）に教員からの連絡がない場合は、学生課へ問 

い合わせてください。 

・事前面談確認書は入試結果に影響を及ぼすことはなく、また職業能力開発研究学域への入校を保 

証するものではありません。 

 

５．出願手続 

（１）出願書類の受付期間 

令和８年７月２７日（月）～８月３日（月）（必着） 

・出願書類は一括して封筒に封入し、簡易書留又はレターパックプラスで提出してください。 
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・封筒の表面に「研究学域出願書類在中」と朱書きしてください。 

（２）受験手数料 

３０,０００円 

出願期間中に当大学校が指定する口座へ志願者本人の氏名で振り込んでください。なお、原則として 

納付された受験手数料は返還できませんのでご留意ください。 

銀行名：みずほ銀行 

支店名：八坂支店 

口座番号：2492029 

口座名：（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 職業能力開発総合大学校 

    ﾄﾞｸ)ｺｳﾚｲｼｮｳｶﾞｲｷｭｳｼｮｸｼｬｺﾖｳｼｴﾝｷｺｳ ｼｮｸｷﾞｮｳﾉｳﾘｮｸｶｲﾊﾂｿｳｺﾞｳﾀﾞｲｶﾞｯｺｳ 

(３）出願書類等 

出願書類は、普通紙に印刷したもので出願できます。（ホームページからダウンロードできます。） 

なお、一度提出された書類は返還しませんので、ご留意ください。 

書 類 等 該当者 摘   要 

事前面談確認書 

（様式２） 
全員 

必要事項を手書きまたはデータにて記入してください。 

記載内容については、必ず志望するユニットの教員の同意を得

たうえで作成してください。 

研究計画書 

（様式３） 
全員 

必要事項を手書きまたはデータにて記入してください。 

研究計画調整期間中に、志望するユニットの教員と自身の研究

予定テーマを調整（相談）の上、作成してください。 

入校志願書 

（様式４-２） 
全員 必要事項を手書きで記入してください。 

受験票・副票・受験

手数料振込証明書 

（様式５） 

全員 

（イ）受験票及び副票に出願前３ヶ月以内に撮影した正面上半身

脱帽の写真（縦４cm×横３cm）を所定の位置に貼付して提

出してください。（カラー・モノクロは問いません。） 

（ロ）当大学校が指定する口座へ受験手数料（30,000円）を振り

込んでください。振込手続時に、金融機関から収納印が押印

されている受験手数料振込証明書を受け取り、「入校志願

書」の裏面に貼付してください。 

ATMやインターネットバンキングで振り込む場合は、明細書

や振込証明書等の受験手数料を振り込んだことがわかる書

類を貼付してください。 

成績証明書 全員 

出願前３ヶ月以内に出身校により発行されたもので、厳封した

ものに限ります。能開大の学生は、専門課程の成績証明書（履修

した科目がわかるものに限ります）も併せて提出してください。 

※入校資格審査申込時に提出した場合は不要 

卒業（修了） 

見込証明書 

（既卒の者は卒業 

（修了）証明書） 

全員 
出願前３ヶ月以内に出身校により発行されたものに限ります。 

※ 入校資格審査申込時に提出した場合は不要 
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修了証明書 専門課程修了者 
出身校により発行された、専門課程の修了証明書を提出してく

ださい。 

シラバス 

都道府県立職業能

力開発短期大学校

専門課程修了者及

び出願資格１

（３）に該当する者 

都道府県立職業能力開発短期大学校専門課程修了者は、専門課

程の科目のシラバス（科目ごとに内容が記載されたもの）を提出

してください。 

１（３）に該当する者は、履修科目につき、大学等の科目のシラ

バス（科目ごとに内容が記載されたもの）を提出してください。 

※ 入校資格審査申込時に提出した場合は不要 

英語能力試験の 

スコアが確認できる

書類 

全員 

令和５年４月以降に受験した公式認定証やスコアレポートの原

本、もしくはデジタル公式認定証を印刷したものを提出してく

ださい。 

※ 出願期間中に提出できない場合は、入校手続期限まで提出を 

猶予します。なお、提出できない場合は、出願書類不備によ 

り合格を取消すことがあります。 

（４）出願先 

〒１８７-００３５ 東京都小平市小川西町２-３２-１ 

職業能力開発総合大学校 学生部学生課 学生第一係 

TEL:０４２－３４６－７１２７ 

 

６．選考方法及び選考日 

試験科目及び出願書類の審査結果を総合して選考します。 

（１）試験期日 令和８年９月５日（土） 

（２）試験内容（詳細は受験票送付時にご案内します） 

試験科目 時  間 試験内容 

小 論 文 ９０分 ８００字程度 

面  接 ３０分程度 個別面接による。 

（３）試験会場 

東京都小平市小川西町２－３２－１ 

職業能力開発総合大学校 

 

７．合格発表 

令和８年９月３０日（水） 

合格者には、「合格通知書」を合格発表日に発送します。なお、不合格者に対する通知は行いません。ま

た、同日１０：００に当大学校１号館１階掲示板に掲示するとともに、当大学校ホームページに掲載しま

す。 

※電話等による合否の照会には一切応じられません。 

 

８．入校手続 

（１）入校手続期間 

令和９年３月１日（月）～３月１０日（水）（必着） 
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（２）入校手続書類等 

入校手続きに係る書類を令和９年２月中に合格者宛に郵送しますので、上記期間中に手続きを行っ 

てください。なお、期間内に手続きを完了しなかった者は、当大学校へ入校する意志がなく、入校 

を辞退したものとみなします。 

 

９．経費等 

入校料     ２８２,０００円 

  授業料（年間） ５３５,８００円 

※教科書代、施設外実習時の交通費等が別途必要です。 

 

１０．入校手続後の辞退 

入校手続後に入校を辞退する場合は、入校手続きに係る書類と一緒に郵送する「入校辞退届」に必要事項

を記入して、令和９年３月２３日（火）（必着）で簡易書留又はレターパックプラスにて提出してください。 

当該期限までに手続きを行った辞退者を対象に、納付済みの入校金を返還します。 
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別表１ 

募集専攻に関連する学科の履修内容 

※２ページ１.（１）③若しくは④又は７ページ１.（３）若しくは（４）に該当する募集対象者においては、

概ね下表右欄の科目を履修していれば、下表左欄の専攻に出願する資格があります。応募資格のうち２ペ

ージ１.（１）③若しくは④又は７ページ１.（３）若しくは（４）に該当する場合は、必要書類を用意の上、

入校資格審査の受付期間中に必ず入校資格審査を受けてください。 

 

専  攻 履修内容（科目） 

機械専攻 

① 機械工学 

② 材料力学 

③ 材料工学 

④ 機械工作 

⑤ 計測工学 

⑥ 機械加工学 

⑦ 機械設計 

⑧ 試験検査法 

⑨ 制御工学 

電気専攻 

① 電気理論 

② 電子工学 

③ 電気・電子機器 

④ 電気・電子材料 

⑤ 制御工学 

⑥ 電気工作法 

⑦ 電気製図 

⑧ 電力電子工学 

⑨ 計測工学 

⑩ 関係法規 

電子情報専攻 

① 電気理論 

② 電子工学 

③ 電気・電子機器 

④ 電気・電子材料 

⑤ 通信工学 

⑥ 通信機器設備 

⑦ 制御工学 

⑧ 電子工作法 

⑨ システム設計 

⑩ ソフトウェア工学 

⑪ ネットワーク工学 

建築専攻 

① 建築計画 

② 建築設計 

③ 建築構造 

④ 建築構造力学 

⑤ 建築材料 

⑥ 建築施工 

⑦ 建築生産 

⑧ 建築環境 

⑨ 建築設備 

⑩ 関係法規 
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別表２ 

 

各専攻で取得可能な職業訓練指導員免許職種 

 

専攻 機械専攻 電気専攻 電子情報専攻 建築専攻 

免許職種 

機械科 

(溶接科) 

(メカトロニクス科) 

(塑性加工科) 

(熱処理科) 

  

電気科  

(電気工事科) 

(メカトロニクス科) 

(発変電科) 

(送配電科)  

電子科  

(コンピュータ制御科) 

(情報処理科)  

(メカトロニクス科)  

建築科  

(建設科) 

(配管科)  

(防水科)  

(左官・タイル科)  

(木工科）  

 

以下に該当する場合は、（ ）内の免許職種を取得することができます。 

● 当該免許職種に関する総合課程の専攻を卒業した場合 

● 応用課程において、当該免許職種に関する科目を修めて修了した場合 

● 学校教育法による大学において、当該免許職種に関する科目を修めて卒業した場合 
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参考１                  

職業能力開発研究学域担当ユニットの研究テーマ例 

※ 以下は過去の職業能力開発研究学域担当ユニット及び研究テーマです。必ずしも入校後に同様のテーマを 

研究できるわけではございませんので、予めご了承ください。 

 

機械専攻  研究テーマ 担当ユニット名 

安全確認型システムにおける停止機能評価 
安全 

機械作業における事故防止作業手順書の開発 

切削加工におけるインプロセス計測システムの開発 機械設計 

技能の可視化と定量的評価に関する研究 機械加工 

プラスチック射出成形における離型力予測と離型抵抗低減方策に関する研究 
ＮＣ・ＣＡＭ 

放電加工を用いた穴加工法の開発に関する研究 

高純度電解鉄板のプレス成形性に関する研究 
塑性加工 

マグネシウム合金圧延板における絞り性に及ぼす面内圧縮によるひずみ勾配比の影響 

交流パルス電源を用いた球状黒鉛鋳鉄の溶接性 

溶接 アルミニウム合金の摩擦かくはん接合における接合荷重とツール温度が継手品質に及ぼ

す影響 

メカトロニクス機器の設計・制御と技能教育に関する研究 メカトロニクス 

流体現象の可視化計測と数値シミュレーションによる解明 機械環境エネルギー 

ライフイノベーション実現に向けた福祉機器の開発 福祉工学 

工学の諸問題に現れる偏微分方程式の数理解析 技術基礎 

 

 

電気専攻  研究テーマ 担当ユニット名 

化学・電気エネルギーの相互変換を目指した分子の電極固定化方法の確立 技術基礎 

パワーエレクトロニクス、電動機システムにおけるエネルギー変換分野の研究 
エネルギー変換 

リニアモータや回転機の設計・解析と高性能制御に関する研究 

インダストリー4.0 に対応した模擬生産システム実習装置の開発と人材育成に関する研

究 
制御工学 

電気設備の保護およびに安全に関する研究 電気設備 

放電プラズマおよび静電気を用いた環境浄化技術に関する研究 電気環境化学 

太陽光発電システムの制御に関する研究 電気環境エネルギー 

電磁気を用いた金属または複合材料の非破壊評価に関する研究 応用センシング 
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電子情報専攻  研究テーマ 担当ユニット名 

感覚運動系技能を要する作業に対する認知科学的技能評価法～脳機能、自律神経機能、

視線、身体動作の各計測に基づく～ 心身管理・生体工学 

電子機器組立て作業における効率的な学習法の研究 

Radon変換とその工学への応用 
技術基礎 

電子間相互作用が強い物質系における物性メカニズムの数値解析 

卓越した技能の見える化、及び VRなどを活用した教育実践への応用 
技能 DX 

マルチモーダルなデータからの知識抽出技術の探索と訓練指導への応用 

AI・ビッグデータの活用に際して求められる技術者倫理に関する研究 
職業能力開発原理 

ＩＣＴによる職業訓練指導員の負担軽減に関する研究 

ヒューマンファクターに基づく適応的学習支援に関する研究 キャリア形成支援 

計測光学と情報光学に基礎を置いた研究と能力開発分野への応用手法の研究 
ものづくり計測 

PID制御系の性能向上に関する研究 

通信用アンテナの多機能化を実現する構造の提案（アンテナ分野） 
電子回路 

相互変調ひずみの非接触評価法の開発（高周波計測分野） 

全方向移動ロボットにおけるアクチュエータ故障の検出と補償制御 電子制御・信号処理 

類似特徴植物分類のための深層学習を利用した画像分類モデルの改良 
情報処理 

顔の認知と情報処理に関する研究 

ディジタル無線通信（光・電波）の通信品質改善に関する研究 
情報ネットワーク 

ディジタルデータ伝送の誤り耐性強化に関する研究 

技能訓練における科学的トレーニング法の開発と実証研究 
情報通信 

ストリームデータマイニングにおける情報抽出やストラクチャ分析に関する研究 

次世代職業訓練のためのビッグデータ利活用基盤の開発 
技能 DX・情報通信・ 

ラーニングファクトリー 

 

建築専攻  研究テーマ 担当ユニット名 

建築・地域空間の計画に関する研究 

建築計画・設計・ＣＡＤ 
建築設計方法に関する研究 

住環境満足度およびインテリア計画手法に関する研究 

地域景観・家屋の更新に関する研究 

木質構造における継手位置が立体架構の強度特性に及ぼす影響 
建築施工・構造評価（木造） 

建築大工技能の動作解析結果に基づく指導方法の提案 

鉄筋コンクリート造の耐震性能、解体手法に関する研究 

建設施工・構造評価（ＲＣ） RC造に係る技能育成に関する研究 

環境配慮型コンクリートを用いた RC構造物の耐久性に関する研究 

コンクリート材料または左官材料の物性評価に関する研究  建築仕上・材料評価 

木質構造の構造性能評価に関する研究  建築構造 

木材・木質材料の強度性能評価に関する研究 木工・塗装・デザイン 

建築構造物または建築設備を対象とした振動特性に基づく性能評価手法の開発 建築環境設備エネルギー 
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職
業
能
力
開
発
研
究
学
域

 
２
年
間
の
流
れ

 

参
考
２

 

※
 O
JT

実
習
と
は
、
当
校
が
指
定
す
る
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
に
て
行
う
実
習
の
こ
と
で
す
。
 

 
 一

般
入
校
の
受
講
者
に
お
い
て
は
、
OJ
T
実
習
の
際
に
発
生
す
る
交
通
費
、
宿
泊
費
等
、
個
人
に
帰
属
す
る
費
用
は
す
べ
て
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

 
 ま

た
、
OJ
T
実
習
に
お
け
る
実
施
場
所
及
び
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
入
校
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
実
施
場
所
に
つ
い
て
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 

 ※
 修

了
後
、
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
に
よ
る
審
査
に
合
格
し
た
場
合
、
修
士
（
生
産
工
学
）
が
取
得
で
き
ま
す
。
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各種様式 

 

●公共職業能力開発施設対象入校試験への出願を希望する方は、様式１、２、３、４-１、５、６を使用 

してください。 

 

●一般入校試験への出願を希望する方は、様式１、２、３、４-２、５を使用してください。 

 

 

●各種様式 

 [ 様 式 １ ] 事前面談票 

[ 様 式 ２ ] 事前面談確認書 

[ 様 式 ３ ] 研究計画書 

[様式４-１] 職業能力開発研究学域 入校志願書（公共職業能力開発施設対象入試） 

[様式４-２] 職業能力開発研究学域 入校志願書（一般入試） 

[ 様 式 ５ ] 受験票・副票・受験手数料振込依頼書 

[ 様 式 ６ ] 推薦書（公共職業能力開発施設所属者のみ） 
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様式１ 

  

 

  

※ 個人情報の保護に関する法律に基づき、取得した個人情報は令和９年度職業能力開発研究学域入校試験に関する事務処理に使用し、 

  それ以外の目的では使用いたしません。 

記入日　　　年　　月　　日

テーマ

ユニット名

テーマ

研究内容

テーマ

担当する内容

テーマ

担当した内容

　　職業能力開発研究学域において、職業能力開発施設におけるOJT実習の履修が必須であることを理解している。

職業能力開発研究学域　入校試験

フリガナ

連絡先
※日中確実に連絡がつく連絡先を

記入してください

〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　電話

志望専攻 専攻

事前面談票

氏名

メールアドレス

以下の内容を確認し、該当する場合は✓をつけてください。

質問事項等

　卒業研究のテーマ及び研究内容

※職業大生及び募集要項p.２の１
（１）③若しくは④又はp.７の１
（３）若しくは（４）に該当する者
のみ

志望するテーマ

開発課題実習テーマ及び

主に担当する内容

※能開大生のみ

総合制作実習テーマ及び

主に担当した部分

※能開大生のみ

志望理由
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様式２ 

 
 
 

令和  年  月  日 

 

 

職業能力開発研究学域入校試験 

事前面談確認書 

 
 

職業能力開発総合大学校長 殿 

 
 

指導教員名（署名） 

 

                      

 

下記の者について、事前面談を行いました。 

 

フ リ ガ ナ 

志 願 者 氏 名 
 

出 願 予 定 の 試 験 公共職業能力開発施設対象 ・ 一  般 

志 望 専 攻  

志 望 す る テ ー マ  

指 導 教 員  

・太枠内を記入すること。指導教員の署名欄は空欄のまま提出してください。 

 

※本確認書は入試結果に影響を及ぼすことはなく、また職業能力開発研究学域への入校を保証するもの

ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験番号（※記入不要）  
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様式３ 

職業能力開発研究学域         専攻  担当ユニット名              

 

主たる指導教員名               指導教員名                

                             ※左記教員と同じ場合は記入不要 

研 究 計 画 書 

（西暦）   年  月  日 

 

職業能力開発総合大学校長 殿 

（フリガナ） 

志願者氏名               

  

（志望するテーマ） 

 

 

 

（背景及び目的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（研究方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（予想される研究成果） 
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フ　リ　ガ　ナ

氏　　　　　名

※ 性　　　　　別

―

機械専攻 電気専攻

電子情報専攻 建築専攻

大学（校）名

学部・学科

課程・科名

・※がついている項目については、該当するものいずれかにチェックを入れてください。 (例)☑

・太枠内を記入してください。

・裏面に受験手数料振込証明書を貼り付けてください。

職業能力開発研究学域　入校志願書（公共職業能力開発施設対象入試）

※
令和9年4月までに、
職業訓練指導員免許
取得又は取得見込みで
あるか。

はい いいえ

年

※志望する専攻

※卒業・修了年月 （西暦）

自
宅

郵便番号

住　　所

電話番号

携帯電話番号

勤
務
（

予
定
）

先

勤務先名称

郵便番号

住　　所

電話番号

勤務先への連絡  可　・　否

月

月

日年

卒 業 ・ 修 了

卒業・修了見込み

受　験　番　号

志
　
　
願
　
　
者

男 女

生　年　月　日 （西暦）

様式４-１  

※ 個人情報の保護に関する法律に基づき、取得した個人情報は令和９年度職業能力開発研究学域入校試験に関する事務処理に使用し、 

  それ以外の目的では使用いたしません。 
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受験手数料 

振込証明書 

貼付欄 
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様式４-１（記入例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入例】

フ　リ　ガ　ナ シ ョ ク ギ ョ ウ タ ロ ウ

氏　　　　　名

※ 性　　　　　別

2 6 1 ― 8 5 5 8

0 4 3 - 2 1 3 - 6 0 0 0

1 8 7 0 0 3 5

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械専攻 電気専攻

電子情報専攻 建築専攻

大学（校）名

学部・学科

課程・科名

・※がついている項目については、該当するものいずれかにチェックを入れてください。 (例)☑

・太枠内を記入してください。

・裏面に受験手数料振込証明書を貼り付けてください。

※
令和●年4月までに、
職業訓練指導員免許
取得又は取得見込みで
あるか。

はい いいえ

○ 年 ○○ ○

携帯電話番号

※志望する専攻

職業能力開発総合大学校

総合課程　機械専攻

※卒業・修了年月 （西暦） ○

勤務先への連絡  可　・　否

自
宅

郵便番号

住　　所   　東　 京   都 　小 　平 　市 　小 　川 　西 　町   2   -   *   -   *

電話番号

○ 日

月

勤
務
（

予
定
）

先

勤務先名称 （独）高齢・障害・求職者雇用支援機構

郵便番号

住　　所 千葉県千葉市美浜区若葉３-１-２

電話番号

○ ○

職業能力開発研究学域　入校志願書（公共職業能力開発施設対象入試）

○ ○ 年 ○ 月

卒 業 ・ 修 了

卒業・修了見込み

志
　
　
願
　
　
者

受　験　番　号

職業　太郎

男 女

生　年　月　日 （西暦）

※ 個人情報の保護に関する法律に基づき、取得した個人情報は令和９年度職業能力開発研究学域入校試験に関する事務処理に使用し、 

  それ以外の目的では使用いたしません。 
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 様式４-２ 

  

※ 個人情報の保護に関する法律に基づき、取得した個人情報は令和９年度職業能力開発研究学域入校試験に関する事務処理に使用し、 

  それ以外の目的では使用いたしません。 

フ　リ　ガ　ナ

氏　　　　　名

※ 性　　　　　別

―

機械専攻 電気専攻

電子情報専攻 建築専攻

大学（校）名

学部・学科

課程・科名

・※がついている項目については、該当するものいずれかにチェックを入れてください。 (例)☑

・太枠内を記入してください。

・裏面に受験手数料振込証明書を貼り付けてください。

受　験　番　号

志
　
　
願
　
　
者

職業能力開発研究学域　入校志願書（一般入試）

男 女

生　年　月　日 （西暦） 年 月

月

日

勤
務
先
（

在
職
者
の
み
）

勤務先名称

郵便番号

住　　所

電話番号

勤務先への連絡  可　・　否

自
宅

郵便番号

住　　所

電話番号

携帯電話番号

※志望する専攻

※卒業・修了年月 （西暦）
卒 業 ・ 修 了

卒業・修了見込み

※
令和9年4月までに、
職業訓練指導員免許
取得又は取得見込みで
あるか。

はい いいえ

年
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受験手数料 

振込証明書 

貼付欄 
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フ　リ　ガ　ナ シ ョ ク ギ ョ ウ タ ロ ウ

氏　　　　　名

※ 性　　　　　別

―

1 8 7 0 0 3 5

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機械専攻 電気専攻

電子情報専攻 建築専攻

大学（校）名

学部・学科

課程・科名

・※がついている項目については、該当するものいずれかにチェックを入れてください。 (例)☑

・太枠内を記入してください。

・裏面に受験手数料振込証明書を貼り付けてください。

受　験　番　号

職業　太郎

男 女

生　年　月　日 （西暦） ○ ○ ○ 月 ○ 日

志
　
　
願
　
　
者

住　　所

電話番号

勤務先への連絡  可　・　否

職業能力開発研究学域　入校志願書（一般入試）

○ ○ 年

自
宅

郵便番号

住　　所   　東　 京   都 　小 　平 　市 　小 　川 　西 　町   2   -   *   -   *

電話番号

勤
務
先
（

在
職
者
の
み
）

勤務先名称

郵便番号

○

携帯電話番号

※志望する専攻

職業能力開発総合大学校

総合課程　機械専攻

※卒業・修了年月 （西暦） ○ 月
卒 業 ・ 修 了

卒業・修了見込み

※
令和●年4月までに、
職業訓練指導員免許
取得又は取得見込みで
あるか。

はい いいえ

○ 年 ○○

様式４-２（記入例） 

  

※ 個人情報の保護に関する法律に基づき、取得した個人情報は令和９年度職業能力開発研究学域入校試験に関する事務処理に使用し、 

  それ以外の目的では使用いたしません。 
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様式５ 

 

 

 

  

※
記

入
不

要
※

記
入

不
要

１
．

正
面

上
半

身
１

．
正

面
上

半
身

２
．

出
願

３
ヵ

月
以

内
撮

影
２

．
出

願
３

ヵ
月

以
内

撮
影

３
．

裏
に

志
望

専
攻

、
氏

名
を

記
入

３
．

裏
に

志
望

専
攻

、
氏

名
を

記
入

　
し

、
し

っ
か

り
と

添
付

す
る

こ
と

　
し

、
し

っ
か

り
と

添
付

す
る

こ
と

４
．

縦
４

㎝
×

横
３

㎝
４

．
縦

４
㎝

×
横

３
㎝

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

氏
　

　
　

名

写
真

貼
付

欄
受

験
番

号
受

験
番

号

　
受

験
票

　
副

票

写
真

貼
付

欄

氏
　

　
　

名

志
望

専
攻

志
望

専
攻

様
式
５
 

依
　

頼
　

日
依

　
頼

　
日

　
　

   
　

年
　

   
月

 　
  日

通
信

通
番

手
　

数
　

料

振
込

先
銀

行
口

 座
 種

 別
普

通
口

座
口

座
番

号
2
4
9
2
0
2
9

フ
 リ

 ガ
 ナ

フ
 リ

 ガ
 ナ

氏
名

振
込

者
氏

名

フ
リ

ガ
ナ

振
　

 込
 　

者

依
頼

日
　

  　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
上

記
の

と
お

り
領

収
し

ま
し

た
。

電
 話

 番
 号

金
　

額
　

　
\3

0,
0
00

　
大

切
に

保
管

し
て

く
だ

さ
い

。
①

取
扱

銀
行

へ
お

願
い

→
太

枠
内

を
打

電
し

て
く
だ

さ
い

。

振
込

先
　

み
ず

ほ
銀

行
八

坂
支

店
②

受
験

生
の

氏
名

で
必

ず
振

り
込

ん
で

く
だ

さ
い

。

　
上

記
の

と
お

り
領

収
し

ま
し

た
。

③
手

数
料

は
依

頼
者

負
担

で
お

願
い

し
ま

す
。

（
取

扱
銀

行
→

振
込

依
頼

人
）

（
取

扱
銀

行
→

振
込

依
頼

人
）

（
取

扱
銀

行
保

管
）

（
　

　
　

　
　

）
　

　
　

　
　

　
－

振
込

後
　

出
願

書
類

に
同

封
す

る
こ

と

み
ず

ほ
銀

行
　

八
坂

支
店

※
記

入
不

要

氏
名

振
込

先
銀

行

口
座

人
名

義

振
込

者
住

所
志

望
専

攻

受
　

取
　

人

現
　

　
金

当
手

　
　

　
枚

シ
ョ

ク
ギ

ョ
ウ

ノ
ウ

リ
ョ

ク
カ

イ
ハ

ツ
ソ

ウ
ゴ

ウ

ダ
イ

ガ
ッ

コ
ウ

シ
ョ

ク
ギ

ョ
ウ

ノ
ウ

リ
ョ

ク
カ

イ
ハ

ツ
ソ

ウ
ゴ

ウ
ダ

イ
ガ

ッ
コ

ウ

他
手

　
　

　
枚

志
望

専
攻

   
　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

3
0

0
0

0
\

金
　

　
額

受
験

番
号

職
業

能
力

開
発

研
究

学
域

　
受

験
手

数
料

振
　

 込
 　

証
 　

明
 　

書
振

　
 込

 　
領

　
 収

 　
書

職
業

能
力

開
発

研
究

学
域

　
受

験
手

数
料

職
業

能
力

開
発

研
究

学
域

　
受

験
手

数
料

電
信

振
込

依
頼

書

3
0

　
み

ず
ほ

銀
行

　
八

坂
支

店
0

0
金

　
　

額
\

0

独
立

行
政

法
人

高
齢

・
障

害
・
求

職
者

雇
用

支
援

機
構

職
 業

 能
 力

 開
 発

 総
 合

 大
 学

 校

取
扱

銀
行

収
納

印

取
扱

銀
行

収
納

印

取
扱

銀
行

収
納

印
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※
記

入
不

要
※

記
入

不
要

１
．

正
面

上
半

身
１

．
正

面
上

半
身

２
．

出
願

３
ヵ

月
以

内
撮

影
２

．
出

願
３

ヵ
月

以
内

撮
影

３
．

裏
に

志
望

専
攻

、
氏

名
を

記
入

３
．

裏
に

志
望

専
攻

、
氏

名
を

記
入

　
し

、
し

っ
か

り
と

添
付

す
る

こ
と

　
し

、
し

っ
か

り
と

添
付

す
る

こ
と

４
．

縦
４

㎝
×

横
３

㎝
４

．
縦

４
㎝

×
横

３
㎝

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ
シ

ョ
ク

ギ
ョ
ウ

　
タ

ロ
ウ

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

写
真

貼
付

欄

氏
　

　
　

名
職

業
　

太
郎

職
業

　
太

郎
シ

ョ
ク

ギ
ョ
ウ

　
タ

ロ
ウ

　
受

験
票

　
副

票

写
真

貼
付

欄
受

験
番

号
受

験
番

号

志
望

専
攻

機
械

専
攻

志
望

専
攻

機
械

専
攻

氏
　

　
　

名

 

様式 5（記入例） 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

※
記

入
不

要
依

　
頼

　
日

依
　

頼
　

日
　

　
   

　
年

　
   

月
 　

  日
通

信
通

番
手

　
数

　
料

振
込

先
銀

行
口

 座
 種

 別
普

通
口

座
口

座
番

号
2
4
9
2
0
2
9

フ
 リ

 ガ
 ナ

フ
 リ

 ガ
 ナ

氏
名

振
込

者
氏

名

フ
リ

ガ
ナ

シ
ョ

ク
ギ

ョ
ウ

　
タ

ロ
ウ

振
　

 込
 　

者

依
頼

日
　

  　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

　
上

記
の

と
お

り
領

収
し

ま
し

た
。

電
 話

 番
 号

金
　

額
　

　
\3

0,
0
00

　
大

切
に

保
管

し
て

く
だ

さ
い

。
①

取
扱

銀
行

へ
お

願
い

→
太

枠
内

を
打

電
し

て
く
だ

さ
い

。

振
込

先
　

み
ず

ほ
銀

行
八

坂
支

店
②

受
験

生
の

氏
名

で
必

ず
振

り
込

ん
で

く
だ

さ
い

。

　
上

記
の

と
お

り
領

収
し

ま
し

た
。

③
手

数
料

は
依

頼
者

負
担

で
お

願
い

し
ま

す
。

（
取

扱
銀

行
→

振
込

依
頼

人
）

（
取

扱
銀

行
→

振
込

依
頼

人
）

（
取

扱
銀

行
保

管
）

振
込

後
　

出
願

書
類

に
同

封
す

る
こ

と

金
　

　
額

\
3

0
0

\
3

0
0

0
0

職
業

能
力

開
発

研
究

学
域

　
受

験
手

数
料

職
業

能
力

開
発

研
究

学
域

　
受

験
手

数
料

職
業

能
力

開
発

研
究

学
域

　
受

験
手

数
料

電
信

振
込

依
頼

書
振

　
 込

 　
証

 　
明

 　
書

振
　

 込
 　

領
　

 収
 　

書

0
振

込
先

銀
行

　
み

ず
ほ

銀
行

　
八

坂
支

店
金

　
　

額
0

受
験

番
号

  
 　

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

志
望

専
攻

機
械

専
攻

み
ず

ほ
銀

行
　

八
坂

支
店

現
　

　
金

職
業

　
太

郎
職

業
　

太
郎

受
　

取
　

人
シ

ョ
ク

ギ
ョ

ウ
ノ

ウ
リ

ョ
ク

カ
イ

ハ
ツ

ソ
ウ

ゴ
ウ

ダ
イ

ガ
ッ

コ
ウ

口
座

人
名

義
シ

ョ
ク

ギ
ョ

ウ
ノ

ウ
リ

ョ
ク

カ
イ

ハ
ツ

ソ
ウ

ゴ
ウ

ダ
イ

ガ
ッ

コ
ウ

当
手

　
　

　
枚

シ
ョ
ク

ギ
ョ
ウ

　
タ

ロ
ウ

シ
ョ
ク

ギ
ョ
ウ

　
タ

ロ
ウ

職
 業

 能
 力

 開
 発

 総
 合

 大
 学

 校

志
望

専
攻

機
械

専
攻

振
込

者
住

所
東

京
都

小
平

市
小

川
西

町
2
-
×

-
×

他
手

　
　

　
枚

氏
名

職
業

　
太

郎
（
　

0
9
0
　

）
　

1
2
3
4
　

－
　

5
6
7
8

独
立

行
政

法
人

高
齢

・
障

害
・
求

職
者

雇
用

支
援

機
構

取
扱

銀
行

収
納

印

取
扱

銀
行

収
納

印

取
扱

銀
行

収
納

印

様
式
５
（
記
入
例
）
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様式６ 

 

   様
式
６
 

年
　

　
　

　
　

　
月

　
　

　
　

　
日

職
業

能
力

開
発

総
合

大
学

校
長

　
　

殿

組
織

名
：

推
薦

者
名

：
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ふ
り

が
な

氏
名

配
属

予
定

施
設

名
担

当
予

定
科

生
年

月
日

（
年

齢
）
　

　
　

性
別

最
終

学
歴

校
名

学
部

・
学

科
名

等
卒

業
年

月

備
考

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

(注
）

（
　

　
　

　
　

　
歳

）
　

　
男

　
・
　

女

（
　

　
　

　
　

　
歳

）
　

　
男

　
・
　

女

推
薦

書
（
職

業
能

力
開

発
研

究
学

域
　

公
共

職
業

能
力

開
発

施
設

対
象

入
校

試
験

）

　
下

記
の

者
を

、
貴

大
学

校
へ

の
入

校
志

願
者

と
し

て
、

責
任

を
も

っ
て

推
薦

い
た

し
ま

す
。

な
お

、
出

願
資

格
を

す
べ

て
満

た
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

い
た

し
ま

し
た

。

（
　

　
　

　
　

　
歳

）
　

　
男

　
・
　

女

（
　

　
　

　
　

　
歳

）
　

　
男

　
・
　

女

志
望

専
攻

（
　

　
　

　
　

　
歳

）
　

　
男

　
・
　

女

１
　

③
欄

の
施

設
名

は
、

配
属

先
が

決
ま

っ
て

い
な

い
場

合
、

記
入

不
要

で
す

。

２
　

年
月

日
等

を
記

入
す

る
時

は
、

和
暦

を
用

い
る

こ
と

。
な

お
、

「
昭

和
」
を

「
S

」
、

「
平

成
」
を

「
H

」
、

「
令

和
」
を

「
R

」
と

し
て

記
し

て
か

ま
わ

な
い

こ
と

。

３
　

そ
の

他
特

記
す

べ
き

事
項

が
あ

る
場

合
は

、
⑥

欄
の

備
考

に
記

入
す

る
こ

と
。

①
②

③
④

⑤
⑥

印



- 31 - 
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